
 夏も涼やか、比叡山延暦寺三塔めぐり ご案内    2021/7/16 
                                                         企画委員会                          
比叡山延暦寺は東に琵琶湖を、西には京都の街並みを一望できる京都と滋賀の 

県境に位置する山上にあり、涼やかで神秘的な空間は「パワースポット」としても有名です。 

この山全体が寺域であり、「東塔（とうどう）」「西塔（さいとう）、「横川（よかわ）」 

の３地域を併せて比叡山延暦寺と呼びます。 

京都市内より５～６度は低いと言われる比叡山で、夏の暑い一日、 

史跡巡りを楽しみましょう！ 

日時： 7 月 30 日（金） ９時 50 分～17 時 00 分 

集合場所：  京阪電鉄 坂本比叡山口 (JR 比叡山坂本駅から徒歩 10～15 分） 

集合時間：  9 時 50 分     A 班 （１班・３班）  

 10 時 20 分    Ｂ班  (２班・４班)  

雨天の場合： 前日 17 時 TVNHK の天気予報、滋賀県南部 午前・午後の降水確率 60%で中止 

案内人： 古都大津観光ボランティアガイドの会  ガイド 4 名  

費用： 
 

                バス            ケーブル 

            10:11          10:30             11:10～11:50         ← Ａ班 

行程 （午前）   坂本比叡山口  → ケーブル坂本 → ｹｰﾌﾞﾙ延暦寺 東塔 無料休憩所（昼食）       

            10:41          11:00           11:40～12:20                 ← B 班 

 

シャトルバス利用                     ロープウェイ・ケーブル・叡山鉄道  

            12:00                                    15:20      16:20 ← A 班 

（午後）  ガイドツアー開始 東塔→西塔→横川（終了・一時解散）→比叡山上→出町柳  

 12:30                                  15:50     16:50 ← B 班  

※ ガイドツアー詳細は、別図 延暦寺ガイドをご参照  

※ 帰路、坂本ｹｰﾌﾞﾙ利用して JR 比叡山坂本駅へ戻るのも可！    

 

連絡先：１班 玉尾（080-3111-1411）, ２班 村上（090-6981-6360）,  

3 班 中村（080-5328-0236） ４班 竹山（090-9702-6946）     資料は次ページへ 

比叡山フリーパス \3500-  (\1,500-科負担, 自己負担は \2,000- ） 

アクセス　A班

JR湖西線（近江今津行） 京阪石山坂本線（坂本比叡山口行）

JR大阪駅　8:22-  8:51 京都 8:58 - 9:08 JR大津京　京阪大津京  9:22-  9:33 京阪坂本比叡山口
JR湖西線（近江舞子行） 京阪石山坂本線（坂本比叡山口行）

JR大阪駅　8:22-  8:51 京都 8:58 - 9:14 　JR比叡山坂本　徒歩10～15分　 京阪坂本比叡山口
アクセス　B班

JR湖西線（近江舞子行） 江若バス(坂本ｹｰﾌﾞﾙ行）

JR大阪駅　8:44 -  9:13 京都 9:14 - 9:33 JR比叡山坂本　バス　9:38 - 9:41 京阪坂本比叡山口
　　徒歩15分　-　9:48　京阪坂本比叡山口

JR湖西線（近江舞子行） 京阪石山坂本線（坂本比叡山口行）

JR大阪駅　8:44 -  9:13 京都 9:14 - 9:27 JR大津京　京阪大津京　 9:43 -  9:54 京阪坂本比叡山口

黒字はJR　　青地は京阪電鉄

JR新快速（草津行）

JR新快速（長浜行）

JR新快速（草津行）

JR新快速（草津行）



坂本ケーブル 

昭和 2 年に開設された全長 2025m の日本一長いケーブルカーで、麓から延暦寺駅迄を 11 分で結んでいます。 

車両はヨーロピアン調で、大きくとられた窓からは琵琶湖を一望できるのも魅力。ケーブル坂本駅は大正 14 年に 

建設された洋風木造二階建の駅舎で、当時モダンな洋風建築として人気を博しました。 

縦長の窓、上部庇の支えの形、珍しい模様のレリーフなど、大正ロマンの粋があふれています。 

登録有形文化財に選定されました。 

 

比叡山延暦寺 

天台宗の総本山。「延暦寺」とは、比叡山の山内にある 1700 ヘクタールの境内地に点在する約 100 ほどの堂宇の

総称です。平成 6 年に世界文化遺産に登録されています。 

奈良時代末期、19 歳の最澄（さいちょう）（767-822）が、比叡山に登り草庵を結んだのが始まりです。 

最澄が中国に留学して天台宗を開宗してからは、約 1200 年もの間、日本の宗教界最高の地位に君臨し親鸞、 

日蓮、一遍上人等多くの名僧を輩出しています。杉木立が深く生い茂っている比叡山中の境内は、天台宗修行道

場としての威厳に満ちみちた雰囲気が漂い、訪れる者の心を引き締めます。 

 

東塔（とうどう） 

坂本ケーブルに乗ってたどり着くのは、最澄が彫ったとされる国宝の薬師如来像が安置されている東塔です。 

東塔は延暦寺発祥の地であり、本堂にあたる根本中堂を中心とする区域です。伝教大師最澄が延暦寺を開いた

場所であり、総本堂根本中堂をはじめ各宗各派の宗祖を祀っている大講堂、先祖回向のお堂である阿弥陀堂など

重要な堂宇が集まっています。 

 

西塔（さいとう） 

東塔から北へ１キロメートルほどのところにあり、第２世天台座主寂光大師円澄によって開かれました。 

本堂は釈迦堂（転法輪堂）です。他に修行のお堂であるにない堂や伝教大師最澄上人の御廟所である 

浄土院などがあります。また、一般の方々の研修道場である居士林もあり、修行体験をすることができます。 

 

横川（よかわ） 

横川は本堂にあたる横川中堂を中心とする区域です。第３世天台座主慈覚大師円仁によって 

開かれました。本堂は、遣唐使船をモデルとした舞台造りの横川中堂です。 

他に往生要集著者の源信僧都が隠居していた恵心堂やおみくじ・魔除けの角大師で有名な 

元三慈恵大師良源を祀っている四季講堂（元三大師堂）などがあります。 

 

八瀬ルート・叡山鉄道 

925 年（大正 14 年）に比叡山延暦寺への参詣ルートとして開業した  

叡山本線（出町柳駅～八瀬比叡山口駅間）は、 

叡山ケ―ブル・ロープウェイ （ケーブル八瀬駅～比叡山頂駅間） 

とともに比叡山への京都側の足として利用されてきました。2018年より

新しい観光列車「ひえい」を運行しています。 

大胆で新しいデザインの車両が、洛北の持つ、もう一つの京都の

魅力を体感できる旅へと誘います。 

 


